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2021年 8月号 

知っておきたい最新の動き

先端技術キーワード解説

 
 

[球状歯車] 
 

最近、SNSで盛り上がった技術があります。お堅い技術の話題で反響を呼ぶというのは珍しいことです。

その話題となった技術とは、「球状歯車」です。確かに、目に見えるわかりやすい技術です。どのようなも

のでしょうか。 

 

１．球状歯車とは 

 

（１）球状歯車の原理・構造（参考文献 1)、2）より） 

 右に構造図を示します。 

表面に凹凸を設けた球状歯車に対し、鞍上歯車が

設置され、モーターが３つ配置されています。これ

により、球状歯車が全方向（回転 3自由度）に動く

ことが可能となります。 

歯車は滑らないため、摩擦で力を伝える機構に比

べて精密に動かせ、また力の損失も少ないとしてい

ます。 

 

特徴としては、「従来、回転 3 自由度を実現する

さまざまな方法があるが、それらに対して今回開発

した球面モーターは、小型・軽量で、動力伝達効率

が高い」とのことです。 

 

なお、動画は、以下の URL で見られます。 

https://www.youtube.com/watch?v=hhDdfiRCQS4 

 

（２）開発者 

開発者は、山形大学学術研究院機械システム工学専攻准教授の多田隈理一郎氏、東北大学大学院情報科

学研究科タフ・サイバーフィジカル AI研究センター准教授の多田隈建二郎氏、（理一郎氏、建二郎氏は兄

弟です）及び、同特任助教の阿部一樹氏です。 

 

（３）反響のきっかけ 

反響のきっかけとなったのは、2021年 6月に開催された国際展示会「Japan Drone（ジャパンドローン） 

2021」での、山形大学学術研究院機械システム工学専攻准教授の多田隈理一郎氏の講演でした。 

講演の参加者が Twitter 上で球状歯車機構について投稿すると、瞬く間にこの存在が知れ渡ったとのこ

とです。 

 

２．今後の展開 

  

球状歯車機構は回転軸を二つ組み合わせるよりも剛性が高く、強い力で精密に動く用途に向くとのこと

です。 

https://www.youtube.com/watch?v=hhDdfiRCQS4
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今後、ロボットの手首や重いカメラの駆動機構などに提案していくそうです。 
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（注） 

 本解説は、執筆当時の状況に基づいて解説をしております。ご覧になる時には、状況が変わっている可

能性がありますので、ご注意をお願いします。 
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